
淀
川
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド

琵
琶
湖
か
ら
大
阪
湾
ま
で
の
淀
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
６
地
域
に
分
け
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

周
辺
の
立
ち
寄
リ
ス
ボ
ツ
ト
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
寄
り
道
に
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
る
な
ど
、

自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
淀
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
・京
阪
石
山
駅
↓
瀬
田
の
唐
橋
↓
石
山
寺
↓
南
郷
洗
堰
↓
鹿
跳
渓
谷
↓
曽
東
大
橋

●

コ
ー
ス
ガ
イ
ド

こ
の
エ
リ
ア
で
は
曽
東
大
橋
ま
で
を
紹

介
し
て
い
る
が
、
体
力
の
あ
る
人
は
天
ガ

瀬
か
字
治
ま
で
足
を
延
ば
し
た
ほ
う
が
交

通
の
便
は
い
い
の
で
、
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
を
。

Ｊ
Ｒ
石
山
駅
と
京
阪
石
山
駅
の
あ
い
だ

の
道
を
東
に
進
む
と
瀬
田
川
に
突
き
当
た

る
。
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
下
流
へ
と
歩
く

と
す
ぐ
に
瀬
田
の
唐
橋
が
見
え
る
。

唐
橋
を
渡
っ
て
左
岸
を
歩
く
こ
と
も
で

き
る
が
、
南
郷
洗
堰
ま
で
徒
歩
で
対
岸
に

渡
れ
る
橋
は
な
い
の
で
、
石
山
寺
に
寄
り

た
い
人
は
右
岸
を
歩

」ヽゝ
■

石
山
寺
あ
た
り
で
川
沿
い
の
遊
歩
道
は

な
く
な
り
、
車
道
沿
い
の
歩
道
を
歩
く
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
の
高
架
下
を
過
ぎ
て
進
み

続
け
る
う
ち
に
道
は
い
っ
た
ん
川
沿
い
を

離
れ
る
が
、
千
丈
川
、
宇
治
発
電
所
導
水

路
を
渡
っ
て
再
び
瀬
田
川
の
姿
が
目
に
入

っ
て
く
る
。

南
郷
洗
堰
の
西
側
に
は
大
き
な
公
園
が

あ
り
、
屋
根
付
き
休
憩
所
な
ど
も
あ
る
の

で

一
体
み
す
る
に
は
い
い
場
所
だ
。
こ
の

先
の
車
道
沿
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
裏
手
の
道

は
通
り
抜
け
で
き
る
。

や
が
て
大
戸
川
が
合
流
し
川
幅
が
広
く

な
る
が
、
す
ぐ
に
渓
谷
の
よ
う
な
一川
相
と

な
る
。
車
道
脇
の
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く
な
り
、

車
に
注
意
し
な
が
ら
先
に
進
む
。

鹿
跳
橋
を
渡
っ
た
大
石
地
区
に
は
、
食

事
処
や
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り

一
息
つ
け
る
。

あ
と
は
鹿
跳
橋
を
も
ど
つ
て
再
び
右
岸
を

歩
き
、
車
に
気
を
つ
け
て
曽
東
大
橋
ま
で

ひ
た
す
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
だ
。

●
周
辺
ガ
イ
ド

瀬
日
の
唐
橋

近
江
八
景
の

一
つ
で
あ
り
、

古
く

は
宇
治

橋

・
山
崎
橋
と

と
も
に
日
本
三

大
名
橋
に
も
数

え
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
現
在
の

橋
は
昭
和
５４
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
擬
宝
珠
を
つ
け
た
欄
干
が
以
前
の

姿
を
偲
ば
せ
て
い
る
。

龍
王
宮
秀
郷
社
と
雲
住
寺

唐
橋
の
東
側
の
川
沿
い
に
は
、
大
ム
カ

デ
退
治
の
伝
説
で
知
ら
れ
る
藤
原
秀
郷

（俵
藤
太
）
ゆ
か
り
の
神
社
と
、
秀
郷
の

追
善
供
養
の
た
め
に
子
孫
が
建
立
し
た
雲

住
寺
が
あ
る
。
雲
住
寺
に
は
瀬
田
の
夕
照

を
眺
め
る
部
屋
も
あ
る

（拝
観
要
予
約
）。

た
け
ペ

建
部
大
社

瀬
田
の
唐
橋

を
渡
っ
て
そ
の

ま
ま
道
な
り
に

直
進
す
る
と
、

参
道
の
石
の
鳥

居
が
見
え
る
。

日
本
武
尊
を
祀

る
近
江
の
国
の

一
の
宮
で
、
出
世
開
運
の
神
さ
ま
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
瀬
田
川
で
催
さ
れ
る
夏

の
船
幸
祭
は
大
津
三
大
祭
り
の
一
つ
。
境

内
自
由

（宝
物
殿
２
０
０
円
）。

石
山
寺

西
国
巡
礼
第

‐３
番
札
所
で
も

あ
り
、
瀬
田
川

流
域
最
大
の
見

ど
こ
ろ
。
広
い

駐
車
場
を
備

え
、
土
産
物
屋

や
食
事
処
が
並

び
、
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
近
江

八
景
の
一
つ

「石
山
の
秋
月
」
は
、
境
内

の
月
見
亭
か
ら
瀬
田
川
を
見
お
ろ
し
た
眺

め
だ
と
か
。
文
化
財
か
ら
自
然
の
景
観
ま

で
見
ご
た
え
充
分
。
８
～
１６
時
３０
分
、
拝

観
料
５
０
０
円
。
な
０
７
７

・
５
３
７
・

な
ん
ご
う
あ
ら
い
ぜ
き

南
郷
洗
堰

ま
る
１
日
、
全

閉
に
ま
る
２
日

か
か
っ
た
と
い

２ヽ

旧
洗
堰
は

そ
の
役
目
を
終

え
、
レ
ン
ガ
跡

の
一
部
が
残
さ

れ
て
い
る
。
現

在
は
電
動
装
置
で
水
門
の
開
閉
を
行
う
新

洗
堰

「瀬
田
川
洗
堰
」
が
そ
の
役
目
を
引

き
継
い
で
い
る
が
、
南
郷
地
区
に
あ
る
た

め
南
郷
洗
堰
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

水
の
め
ぐ
み
館
ア
ク
ア
琵
琶

門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
無
料
休
憩
室

が
あ
り
、
湯
茶

を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
。

奥

へ
進
む
と
右

手
に
本
館
が
見

え
、
琵
琶
湖
と

南
郷
洗
堰
は
明
治
３８
年
に
完
成
。
操
作
　
　
　
淀
川
水
系
に
つ

は
す
べ
て
人
力
で
行
わ
れ
、
堰
の
全
開
に
　
　
　
い
て
最
先
端
の



展
示

・
映
像
技
術
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
館
前
に
は
川
に
面
し
て
ベ
ン
チ
な
ど
も

あ
り
、
旧
洗
堰
も
見
え
て
気
持
ち
の
い
い

場
所
だ
。
９
～
‐７
時
、
火
曜
体

（祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
）
、
無
料
。
な
０
７
７

・

た

ち

き

立
本
観
音

川
沿
い
の
道

路
に
階
段
の
登

り
口
が
あ
る
。

道
路
か
ら
お
寺

ま
で
数
え
て
み

た
ら
７
０
０
段

く
ら

い
あ

つ

た
。
相
当
に
急

な
階
段
だ
。
弘
法
大
師
が
厄
年
の
と
き
霊

木
を
見
つ
け
、
立
木
の
ま
ま
観
音
像
を
彫

り
上
げ
た
と
い
う
由
来
か
ら
か
、
厄
除
け

参
り
の
参
拝
者
な
ど
で
に
ぎ
わ

っ
て
い

る
。
９
～
１６
時
、
境
内
自
由
．

佐
久
奈
度
神
社

鹿
跳
橋
を
渡

っ
て
右
に
曲
が

る
と
、
川
側
に

神
社

へ
の
参
道

が
見
え

て
く

る
。
天
智
天
皇

の
命
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
た
神

社
で
、
瀬
織
津
姫
命
を
は
じ
め
と
す
る

「大
祓
の
四
神
」
を
祀
る
。
境
内
か
ら
の

瀬
田
川
の
眺
め
は
最
高
だ
。
境
内
自
由
。

浄
土
寺

大
石
地
区
は
、
赤
穂
藩
家
老
大
石
良
雄

を
輩
出
し
た
大
石
家
発
祥
の
地
。
鹿
跳
橋

を
渡
っ
て
直
進

す
る
と
、
左
手

の
小
道
沿
い
に

浄
土
寺
が
見
え

る
。
小
さ
な
お

寺
だ
が
、
大
石

家

の
菩
提
寺

で
、
本
堂
に
は

大
石
家
の
守
杢
専
、

安
置
さ
れ
て
い
る
。
四
十
七
士
の
位
牌
が

●
交
通

起
点

¨
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
石
山
駅
ま
た
は

京
阪
石
山
坂
本
線
石
山
駄
下
車

途
中
か
ら
¨
鹿
跳
橋
ま
で
の
瀬
田
川
沿
い

国
道
４
２
２
号
か
ら
は
京
阪
バ
ス
石
山
行

き
で
石
山
駅
ヘ
エ
ス
ケ
ー
プ
可

終
点

¨
曽
東
大
橋
か
ら
曽
東
ま
で
徒
歩
１０

分
、
曽
東
か
ら
京
阪
バ
ヌ
大
石
小
学
校
行

大津市

き
大
石
小
学
校
下
車
、
京
阪
バ
ス
石
山
行

き
に
乗
り
換
え
石
山
駅
下
車

（曽
東
発
の

バ
ス
は
本
数
が
少
な
い
の
で
要
注
意
）

●
問
い
合
わ
せ

京
阪
バ
ス
大
津
営
業
所
容
０
７
７

・
５
３
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